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自分で漫画を描いてみよう！

わくわく発見！わくわく発見！

北九州市で思い出をつくって持ち帰りませんか？
「見る」だけでなく、現地を体感できる体験メニューが充実しています。
北九州市ならではの文化やグルメ・自然などなど、楽しめるプランやツアーをぜひ、体験
してみましょう！

小倉の街のシンボル「 小倉城」や城下の様々な史跡や旧跡、京町通りの歴史

“ ” “的遺産をご案内する 小倉城下町散策コース や、門司港レトロを満喫でき

”るコース をご用意しております。

門司港観光案内所前➡バナナの叩き売り発祥の地碑➡栄町商店街➡門司港
レト ロ展望室➡国際友好記念図書館➡旧門司税関➡ブルーウィ ングもじ➡
旧大阪商船➡旧門司三井倶楽部➡門司港観光案内所前

小倉駅３階 総合観光案内所前➡小倉祇園太鼓像➡伊能忠敬顕彰碑➡常盤橋
➡小倉県庁跡➡小倉城庭園➡小倉城➡小倉駅3階 総合観光案内所前

観光案内ガイドと一緒に楽しいまちあるき
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まちあるき「 小倉城下町散策コース」

　 　 　 　 　「 門司港満喫コース」

● 期 間／毎週土曜日１０：００～

● 費 用／大人￥500
小学生以下￥300

● 定 員／２０名

※前日の１６：００までに要予約
● 申込・ 連絡先／
北九州市観光情報コーナー
TEL.０９３-５４１-４１８９

「 見る・読む・描く 」をテーマに漫画文化を楽し

く 紹介した施設、北九州市漫画ミュージアム

の漫画体験は、漫画の模写や塗絵、ペンの使い

方やパラパラ漫画の作成など、初心者の方に

漫画に触れていただく ことを目的とした内容

となっております。また、専門学校の講師によ

る漫画スクール（ 要予約）も

開講しております。

北九州市漫画ミュージアム 漫画体験

北九州市の台所「 旦過市場」にある大學堂で、まずご

飯を買います。どんぶり片手に市場を散策して、お好

みのどんぶりを作りましょう！どんぶりが完成した

ら大學堂へ戻って、ゆっく りお召し上がりく ださい。

丼の他にも、日替わり汁物や飲み物もございます。

自分だけのどんぶりを作ろう！

旦過市場 大學堂 “ ”大學丼 づく り

江戸時代の大名の庭園と武家の書院など再

現した小倉城庭園では、「 和」の精神に基づく

生活習慣に関する展示観覧や、立礼席（ 机と

椅子のお茶室）で、普段着のまま気軽にお茶

やお菓子を楽しめます。

小倉市街地の和の空間でお茶を楽しめる！

小倉城庭園 お茶体験

● 期 間／漫画体験 １３：３０～１６：３０
漫画スクール １３：００～１６：００

● 場 所／あるあるCity５・6階
（ 小倉北区浅野2丁目14-5）

● 費 用／入館料 大 人￥400
中高生￥200
小学生￥100

● 定 員／スクールは２４名まで※要電話予約
● 申込・ 連絡先／北九州市漫画ミュージアム

TEL.０９３-５１２-５０７７

● 期 間／定休日（ 水・日・祝）・盆休み・正月休み有

● 場 所／旦過市場内（ 小倉北区魚町4丁目4-20）

● 費 用／大學丼
ご飯（ 小）￥100（ 中）￥150（ 大）￥200
具材￥100～　日替わり汁物￥100～
コーヒー￥300 抹茶￥300

● 定 員／５名以上の場合は事前に電話予約

● 申込・ 連絡先／大學堂 TEL.０８０-６４５８-１１８４

● 期 間／10:00～16:00 定休日なし

※年末のみ休業（ 12月28日～12月31日）
● 場 所／小倉城庭園（ 小倉北区城内1-2）

● 費 用／（ お茶とお菓子）
一人 平日500円（ 主菓子）
土日祝300円（ 干菓子）

● 定 員／25名

● 申込・ 連絡先／小倉城庭園
TEL.093-582-2747

1

2

3

4

小倉まちなかエリア小倉まちなかエリア

小倉城下町散策コース

門司港満喫コース

まちあるきメニューまちあるきメニュー

りゅうれいせき
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企業博物館企業博物館

＊体験プラン＆ツアーの開催場所はP5－6でご確認ください。＊体験プラン＆ツアーの開催場所はP5－6でご確認ください。

TOTOミュージアムTOTOミュージアム
● 開館時間／10：00～17：00（ 入館16：30まで）
● 休 館 日／月曜日、夏期休暇、年末年始
● 場 所／小倉北区中島2-1-1

● 連 絡 先／093-951-2534
● 入 館 料／無料

ゼンリン地図の資料館ゼンリン地図の資料館
● 開館時間／10:00～17:00（ 入館16:30まで）
● 休 館 日／土・日・祝、年末年始、夏期休業日
● 場 所／小倉北区室町1-1-1 リバーウォーク北九州14F 

● 連 絡 先／093-592-9082
● 入 館 料／大人（ 高校生以上）100円、中学生以下は無料

わかちく史料館わかちく史料館
● 開館時間／10：00～16：00
● 休 館 日／月曜日、祝日、年末年始
● 場 所／若松区浜町1-4-7

● 連 絡 先／093-752-1707
● 入 館 料／無料

ニッスイパイオニア館ニッスイパイオニア館
● 開館時間／10:00～17:00（ 入館16:30まで）
● 休 館 日／日曜日、祝日、年末年始
● 場 所／戸畑区銀座2-6-27 ニッスイ戸畑ビル1F

● 連 絡 先／093-884-2042
● 入 館 料／無料

北九州イノベーションギャラリー北九州イノベーションギャラリー
● 開館時間／平日 9：00～19：00 土・日・祝日 9：00～17：00

● 休 館 日／月曜日（ 祝日の場合は翌日）、年末年始
● 場 所／八幡東区東田2-2-11

● 連 絡 先／093-663-5411
● 入 館 料／無料（ 企画展は有料）

TOTO発祥の地　小倉第一工場

世界遺産・官営八幡製鐵所
旧本事務所の内部見学ツアー

ロボットがロボットを組み立て
（㈱安川電機ロボット工場）

北九州の美味しい食事付き
（写真はイメージ）

個人では入れない工場や施設へご案内する北九州ならではの体験型

観光です。官営八幡製鐵所でお馴染みの新日鐵住金㈱八幡製鐵所

や、ト イレでお馴染みのTOTO㈱は北九州が創業の地です。また、産

業用ロボット で世界シェアNo１ の㈱安川電機など多く の企業が集

積しており、ものづく り産業観光にはうってつけの地域です。

あの大企業や産業遺産をめぐる

北九州産業観光センター

北九州の産業観光ツアー
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国内随一のリサイクル工場

団地「 北九州エコタウン」で

は、立地するリサイクル工

場等の取組みや製品の展

示・紹介を行っています。ま

た、様々なエネルギーを紹

介し た次世代エネルギー

パークの展示コーナーもあ

ります。ペッ ト ボト ルや自

動車等のリサイクル工場、大規模な太陽光発電や風力発電施設

を見学することができ、環境学習や研修に最適です。

リサイクルの仕組みや発電施設を見学しよう！

北九州市エコタウンセンター

「 北九州エコタウン」
リサイクル工場ほか見学

他にもたく さんものづく り企業があるよ！他にもたく さんものづく り企業があるよ！

工場見学・ 産業観光ツアーに

ついてはこちら

工場見学・ 産業観光ツアーに

ついてはこちら☞
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産 業 観 光産 業 観 光
● 期 間／通年（ 年末年始は除く ※　 工場の稼働状況に

よって変更の場合あり）

● 場 所／北九州市内ならびに隣接市町村

● 費 用／4,000～8,000円程度

※ツアーによっては食事付き
● 定 員／20～40名程度 ※　 工場によって異なります

● 問い合わせ／北九州産業観光センター
TEL.093-５５１-５０１１

● 期 間／平日（ 祝日を除く）午前・午後のコース

● 場 所／若松区向洋町１０-２０

● 費 用／大人￥100 小人￥50

● 定 員／１００名 ※ 1名様でも、お申し込み可能
※見学希望日の2週間前までに要予約

● 申込・ 連絡先／北九州市エコタウンセンター
TEL.０９３-７５２-２８８１

検索検索北九州産業観光

http://sangyokanko.comhttp://sangyokanko.com

※団体の場合は事前予約が必要です。

ものづく りの歴史を体感しよう！ものづく りの歴史を体感しよう！
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